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第４章 目標達成に向けた対策・施策                

第１節 めざす姿と指標の設定 

１ めざす都市の姿 

前章で掲げた温室効果ガス排出量の削減目標を達成するためには、本市の地域特性に応

じた対策・施策を推進していくことが重要です。そこで、対策・施策を推進するにあたり、

本市の「めざす姿」を明確にします。 

そして、「めざす姿」の実現に向けて本市の取り組むべき対策・施策の体系を整理し、さ

らに、これらの対策・施策を強力に推進していくための重点取組の設定を示すことにより、

市民・事業者の皆さまと市が一体となって取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 対策とは 

市民・事業者など、各主体による温室効果ガス排出抑制のための行動 

● 施策とは 

市が各主体の行動を促進・誘導し、又は確実なものとするために講じる具体的な措置 



27 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 
 

久留米市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の体系 

 
 

 
 

 

めざす姿 

 

脱炭素型のくらしが

実現しているまち 

脱炭素型のビジネス

スタイルが実現して

いるまち 

都心部が緑化・省エ

ネ化し、環境低負荷

な移動で快適に生活

できるまち 

温 暖 化 対 策 に 主 体

的に取り組むまち 

温暖化による高温･

感染症･災害などに

強いまち 

温暖化対策に資する

ビジネスで活性化し

ているまち 

主な対策・施策 

 

 

市民 

●脱炭素型ライフスタイルへの転換 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入 

●住宅の省エネ化 

●再生可能エネルギー等の導入 

 

事業者 

●脱炭素型ビジネススタイルへの転換 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入 

●建築物の省エネ化 

●再生可能エネルギー等の導入 

 

市民･事業者 

●環境に配慮した移動手段への転換 

●公共交通機関の利便性向上と利用促進 

●緑化の推進 

 
 

産業界 

●温暖化の緩和や適応に資する製品やｻｰﾋﾞｽの開発 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入推進 

●脱炭素経営への転換 

●再エネ等の導入や機器のｴﾈﾙｷﾞｰ利用効率化 

●森林の適正管理・木材利用の推進     など 

 

市民･事業者 

●自然災害への適応 

●水資源に関する適応 

●健康被害等に関する適応 

●自然生態系に関する適応 

●農作物に関する適応 

 

 

市民･事業者 

●講習会等への参加 

●学校や地域での環境学習・教育 

●自らの取り組みの発信・公表 

重点取組 

 

 

中期目標水準 

〈商工業〉 

GX 成長産業への労働

移動が進み、環境と経

済の好循環が生み出さ

れる 

〈農業〉 

CO₂削減と生産性向上

を同時に達成する事例

が波及 

 

当面の取組 

 脱炭素経営に関する事例

等の情報提供や取組支援 

 
 

産業の脱炭素化 

 

中期目標水準 

〈公共施設〉 

2025 年以降の 

新築は全て ZEH･ZEB 

〈民間施設〉 

2029 年以降の 

新築は全て ZEH･ZEB 

 

当面の取組 

 公共施設の率先的な 

ZEH･ZEB 化による 

民間への波及 

 
 

建物の脱炭素化 

 

 

 
 

 

 

 

市 

●ICT を活用した交流の促進 

●次代を担う子どもへの環境学習・教育の充実 

●地域の脱炭素化の取組を促進するネットワーク 

の構築や環境配慮行動を促す仕組みづくり 

                   など 

市 

●自然災害への適応(総合治水対策など) 

●水資源に関する適応 

●健康被害等に関する適応(熱中症対策など) 

●自然生態系に関する適応 

●農作物に関する適応 

市 

●環境・エネルギー産業の振興・企業誘致推進 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入促進 

●脱炭素経営への転換促進 

●農業における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ等の導入や 

機器のｴﾈﾙｷﾞｰ利用効率化の促進     など 

市 

●環境に配慮した移動手段への転換促進 

●公共交通機関の利便性向上と利用促進 

●環境に配慮した道路交通施策の推進 

●緑地保全、緑化等の推進        など 

市 

●脱炭素型ビジネススタイルへの転換促進 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入促進 

●建築物の省エネ化の促進 

●再生可能エネルギー等の導入促進 

●2R＋R の推進 

市 

●脱炭素型ライフスタイルへの転換促進 

●省エネ性能が高い設備・機器等の導入促進 

●住宅の省エネ化の促進 

●再生可能エネルギー等の導入促進 

●2R＋R の推進 

対策・施策の 

方向性 

 

家庭･地域の 

脱炭素化 

業務･オフィス

の脱炭素化 

都市の 

脱炭素化 

学習･教育･

啓発の推進 

気候変動へ

の適応 

産業の 

脱炭素化 
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２ 指標の設定 

温室効果ガス削減目標を補完する指標として、下記の成果指標と、めざす姿を実現する

ための代表的な取り組みを評価するための指標（取組指標）を設定します。 

 

表 成果指標一覧 

成果指標 

現状値 

（把握年度） 

目標値 

（目標年度） 

目標値を達成した

場合の CO
2
削減効果

の目安 

市民一人一日あたりのごみ排出量 

893g 

（2021 年度） 

886g 

（2027 年度） 

254t-CO
2
 

日常で環境に配慮した取り組みをして

いる市民の割合 

83.4% 

（2022 年度） 

85％ 

（2025 年度） 

－ 

 

３ 再生可能エネルギー導入目標について 

2030 年度までの再エネ導入目標の設定にあたっては、エネルギー基本計画で示される

2030 年度の再エネ導入見込み量を本市の再エネポテンシャルで按分して設定します。 

本市の再生可能エネルギーのポテンシャル（1,794MW）を基に算出した目標は下表のとお

りです。そして、その導入に向けては下記のとおり進めていくこととします。 

 

表 再生可能エネルギー導入目標 

現状値 

（2021 年度） 

目標 

（2030 年度） 

１１７MW ２１９MW 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


